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京
田
辺
議
０
８
０
１
０
６

６
面

尚

奥

口

口

問
答

米

澤

修

司

議
員
（
民
主
党
）

問
答

米

澤

修

司

議
員
（
民
主
党
）

問
答問

答

岡 本 茂 樹 議員（一新会）

問

答

岡 本 茂 樹 議員（一新会）

問

答

公
立
幼
稚
園
の
園
児
数
は
、

昨
年
度
比

数
人
減
少
し
て
い
る
。

保
育
所
（
園
）
は
定
員
を
増
や
し

て
も
年
度
途
中
に
は
待
機
児
童
が

発
生
す
る
。
幼
稚
園
で
の
預
か
り

保
育
の
拡
充
は
。

市
長

子
育
て
支
援
を
重
点
課

題
と
し
て
積
極
的
な
施
策
展
開
に

努
め
て
い
る
。
平
成

年
度
は
、

幼
稚
園
の
モ
デ
ル
園
に
お
い
て
預

か
り
保
育
の
拡
充
が
試
行
で
き
る

よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

電
力
料
金
の
値
上
げ
の
影
響

は
。
こ
の
夏
の
節
電
対
策
は
。

総
務
部
長

市
庁
舎
の
電
気
料

金
値
上
げ
の
影
響
は
、
昨
年
比

％
増
を
見
込
ん
で
い
る
。
空
調
温

度
を

度
に
設
定
や
、
不
要
な
照

明
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
消
灯
を
徹
底

す
る
な
ど
、
節
電
に
努
め
る
。

１
０
０
０
時
間
を
越
え
る
超

過
勤
務
は
異
常
だ
。
長
時
間
の
超

勤
解
消
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

総
務
部
長

年
度
は
１
０
０

０
時
間
を
越
え
る
超
勤
は
な
く
な

っ
た
。
９
０
０
時
間
台
が
３
人
、

８
０
０
時
間
台
が
４
人
、
７
０
０

時
間
台
が
７
人
で

あ
る
。

年
度
は

超
勤
の
多
い
部
署

の
増
員
、
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
徹
底
、

超
勤
の
多
い
職
員

へ
の
指
導
な
ど
部

長
を
中
心
に
組
織

的
な
対
応
を
進
め

る
。

ご
み
の
広
域

処
理
へ
の
参
入
は
。

経
済
環
境
部
長

ご
み
焼
却
施

設
の
広
域
化
は
廃
棄
物
処
理
、
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
に
お
け
る
合
理
性

・
経
済
性
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

の
推
進
等
か
ら
も
有
効
と
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
後
継
施
設
に
つ
い

て
は
単
独
処
理
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
、
広
域
化
に
向
け
て
の
課
題

整
理
を
行
っ
て
い
る
。

し
尿
処
理
施
設

緑
泉
園

を
廃
止
し
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

直
接
投
入
を
。

経
済
環
境
部
長

緑
泉
園
に
つ

い
て
は

年
度
に
第
一
次
コ
ン
パ

ク
ト
化
を
実
施
し
、
し
尿
・
浄
化

槽
汚
泥
を
、
前
処
理
・
希
釈
を
行

い
下
水
道
に
直
接
投
入
を
し
て
い

る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
洛
南
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け
入
れ
施
設

の
整
備
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

フィールドアスレチックで元気に遊ぶ園児
（薪幼稚園の活動から）

問

答

櫻 井 立 志 議員（公明党）

問

答

櫻 井 立 志 議員（公明党）

問

答

胃
が
ん
予
防
に
効
果
の
あ
る

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
胃
が
ん
検
診
の

項
目
に
入
れ
、
検
査
費
用
の
助
成

を
す
る
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長

国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
、
行
政
が
行
う
検
診

と
し
て
推
奨
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
検
討
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
十
分

に
注
視
し
た
い
。

府
下
の
大
半
が
実
施
し
て
い

る
前
立
腺
が
ん
検
診
の
早
期
実
施

を
求
め
る
が
、
市
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長

現
在
進
め
る

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
の
中
で
、

前
立
腺
が
ん
検
診
は
平
成

年
度

実
施
に
向
け
準
備
を
し
て
い
る
。

独
居
高
齢
者
な
ど
の
救
急
搬

送
の
際
に
、
適
切
な
処
置
に
役
立

つ

命
の
カ
プ
セ
ル

を
配
布
す

る
よ
う
求
め
る
が
。

健
康
福
祉
部
長

年
度
、
民

生
児
童
委
員
協
議
会
の
取
り
組
み

の
中
で
、
災
害
時
の
要
配
慮
者
支

援
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
る

と
聞
く
。
市
も
連

携
を
図
っ
て
い
き

た
い
。市

立
図
書
館

の
雑
誌
購
入
費
の

軽
減
を
図
る
た
め
、

ス
ポ
ン
サ
ー
制
度

を
導
入
し
て
は
。

教
育
部
長

新

た
な
財
源
確
保
や
、

図
書
館
資
料
の
充

実
を
図
る
上
で
有

効
な
制
度
で
あ
る
。
導
入
自
治
体

の
調
査
を
行
い
、
図
書
館
協
議
会

に
お
い
て
審
議
し
て
い
き
た
い
。

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

策
定
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
多

発
す
る
自
転
車
事
故
へ
の
対
策
と

し
て
、
自
転
車
損
害
保
険
等
の
加

入
促
進
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
部
長

国
交
省
及
び
警
察

庁
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
、
早
い
時
期
に
策
定
を
進
め

た
い
。
ま
た
、
自
転
車
の
安
全
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て

マ
ー

ク
な
ど
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
な

ど
へ
の
加
入
を
周
知
す
べ
く
、
チ

ラ
シ
配
布
な
ど
の
活
動
を
進
め
て

い
る
。三

山
木
駅
前
で
自
転
車
レ
ン

タ
ル
事
業
を
実
施
す
る
考
え
は
。

建
設
部
長

自
転
車
駐
車
場
の

多
用
な
利
用
形
態
の
中
で
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

市のがん検診用パンフレット

同
志
社
大
学
と
の
協
働
に
よ

る
街
づ
く
り
に
つ
い
て

京
田
辺

校
地
関
連
の
平
成

年
度
の
学
生

数
は
。

学
生
数
減
少
に
よ
る
具

体
的
な
悪
影
響
は
。

大
学
当
局

と
の
こ
の
２
年
間
の
協
議
状
況
は
。

今
後
の
積
極
的
連
携
策
は
。

市
長

同
志
社
大
学
生
約
７

９
０
０
人
、
大
学
院
生
１
１
０
０

人
、
同
志
社
女
子
大
学
生
（
院
生

含
む
）
４
１
０
０
人
、
国
際
中
高

生
約
１
１
０
０
人
、
合
計
約
１
万

４
２
０
０
人
。
女
子
大
に
新
た
に

看
護
学
部
も
創
設
。

市
長
と
学

長
に
よ
る
懇
談
会
、
職
員
同
士
の

連
携
推
進
協
議
会

を
毎
年
開
催
。

年
５
月

日
に
も

懇
談
。

従
来
事

業
と
共
に
、
市
と

大
学
が
飛
躍
に
向

け
た
連
携
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
。
連

携
協
議
の
場
を
多

く
、
点
で
は
な
く

面
で
。
私
か
ら
職

員
派
遣
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

設
置
も
提
案
し
、

双
方
で
確
認
済
。

企
画
政
策
部
長

学
生
マ
ン

シ
ョ
ン
約
１
０
０
０
戸
に
空
き
が

生
じ
て
い
る
。
影
響
の
顕
在
化
に

は
時
間
が
か
か
る
。
商
工
会
の
調

査
結
果
も
踏
ま
え
、
集
約
し
各
部

署
で
対
応
す
る
。

府
が

年
に
行
政
代
執
行
し

た
大
住
地
内

放
置
硫
酸
ピ
ッ
チ

市民と協働で行われている
同志社大学スポーツ健康科学部の授業

撤
去

後
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

本
事
件
の
概
要
と
、
そ
の
後
の

管
理
状
況
は
。

周
辺
、
道
路
、

側
溝
の
管
理
状
況
は
。

経
済
環
境
部
長

年

月

に
京
都
府
が
行
政
代
執
行
を
実
施
。

放
置
さ
れ
て
い
た
硫
酸
ピ
ッ
チ
及

び
ス
ラ
ッ
ジ
は
す
べ
て
撤
去
。
現

在
空
地
で
良
好
に
管
理
。

周
辺

側
溝
の
疎
通
に
支
障
が
あ
れ
ば
浚

せ
つ
等
を
実
施
す
る
。

予
想
さ
れ
る
大
災
害
の
認

識
は
。

自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
状
況
と
未
設
置
地
域
へ
の
働

き
か
け
は
。

危
機
管
理
監

地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
、
木
津
川
破
堤
に
よ

る
氾
濫
や
生
駒
断
層
を
は
じ
め
、

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
巨
大
地
震
等

を
想
定
。
被
害
棟
数
約
３
０
０
０

棟
、
全
壊
棟
数
が
５
８
０
棟
と
予

想
。

現
在

団
体
で
設
置
済
み
。

全
区
・
自
治
会
に
設
置
を
目
標
。

問
答

小
林
喜
代
司

議
員
（
自
民
・
新
栄
会
）

問
答

小
林
喜
代
司

議
員
（
自
民
・
新
栄
会
）

問
答

安全対策が望まれている府道八幡木津線
（馬坂川水路橋）

府
道
八
幡
木

津
線
の
交
通
安
全

対
策
と
し
て
、
薪

一
休
寺
道
か
ら

同
志
社
前
駅
間
は

狭
い
上
、
通
行
車

両
も
多
く
、
通
学

・
通
園
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
再
三

お
願
い
し
て
き
た
。

市
役
所
東
側
交
差

点
の
改
良
、
道
路

の
カ
ラ
ー
塗
装
や

田
辺
小
学
校
の
西

門
を
幼
稚
園
の
登

園
時
間
帯
に
開
け
る
な
ど
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
馬
坂

川
の
水
路
橋
か
ら
、
田
辺
小
学
校

西
門
ま
で
の
間
は
田
辺
幼
稚
園
の

通
園
路
で
も
あ
り

道
路
の
カ
ラ

ー
塗
装
や
交
通
安
全
指
導
員
を
配

置
し
て
安
全
を
確
保
し
て
ほ
し

い

と
の
声
が
出
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
区
間
の
大
型
車
の
交
通
規
制

に
は
、
薪
茶
屋
前
交
差
点
の
改
良

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

工
事
の
見
通
し
は
ど
の
程
度
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
部
長

府
は
平
成

年
度

の
山
手
幹
線
全
面
供
用
に
向
け
取

組
ん
で
い
る
。
大
型
車
の
交
通
規

制
に
つ
い
て
も
茶
屋
前
交
差
点
の

改
良
が
先
決
で
あ
る
。
府
で
は
茶

屋
前
交
差
点
の
改
良
に
む
け
た
設

計
が
進
め
ら
れ
て
お
り

年
度
に

改
め
て
地
元
説
明
会
を
実
施
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

教
育
長

子
ど
も
の
安
全
確
保

は
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
田
辺
幼

稚
園
の
通
園
の
安
全
対
策
と
し
て

西
門
に
指
導
員
を
配
置
し
た
。
カ

ラ
ー
塗
装
の
問
題
、
指
導
員
の
配

置
の
問
題
等
慎
重
に
検
討
し
て
地

元
の
声
も
十
分
聞
き
た
い
。

各
小
学
校
の
ト
イ
レ
整
備
は

順
次
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
非
常

に
遅
い
。
草
内
小
学
校
の
ト
イ
レ

は
、
保
護
者
か
ら
整
備
の
要
望
が

出
て
お
り
、
掃
除
で
対
応
で
き
る

状
況
で
は
な
い
。
早
急
に
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
部
長

基
本
的
に
は
大
規

模
改
修
工
事
の
際
に
、
ト
イ
レ
の

整
備
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

草
内
小
学
校
の
ト
イ
レ
は
相
当
旧

式
で
低
学
年
児
童
に
は
使
用
し
づ

ら
い
面
も
あ
り
、
大
規
模
改
修
を

待
た
ず
に
便
器
だ
け
で
も
改
修
で

き
な
い
か
検
討
し
、
で
き
る
限
り

早
く
改
修
に
む
け
て
事
務
を
進
め

た
い
。

年（平成 年） 月 日


